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第 323回 例会 

2020年 7月 1日 13:00～ 

■司 会 島村恵三 例会・出席・親睦委員長 

■斉 唱 無し（コロナ禍の為） 

■出席報告 出席者数 21 名 / 29 名 

 出 席 率 72.41 % 

■ゲ ス ト 国分康代様 

■ビジター パストガバナー 田島好博様 

名誉会員 水野吉紹様 

名誉会員 八神 基様 

ニコボックス 

〇 パストガバナー田島好博様（名古屋北 RC） 

青木会長、荒山幹事はじめ理事約委員の皆様頑

張って下さい。 

〇 名誉会員 水野吉紹様（名古屋北 RC） 

青木会長、荒山幹事、一年間頑張って下さい。 

〇 名誉会員 八神 基様（名古屋栄 RC） 

何と 5 か月ぶりの例会出席となりました。今日

からロータリーの新年度です。相木さんの活躍

を期待しています。荒山さんは 2 度目のお務め

ですが、フレーフレッ！！ 

〇 青木恭子 会長 

本日は新しい年度のはじまりです。宜しくお願

い致します。田嶋先生、水野さん、八神さんよ

うこそお出で下さいました。国分さんありがと

うございます。 

〇 荒山久美 幹事 

今月から 1 年間、幹事を務めますので宜しくお

願い致します。田嶋先生、水野さん、八神さん、

国分先生お越し頂きありがとうございます。 

〇 岩崎幸弘 副会長 

青木さん、荒山さん頑張って下さい。 W/A 

〇 安井 忠 会員増強・クラブ戦略委員長 

青木会長、荒山幹事、一年間大変ですが頑張っ

てアイリスを引っ張って行ってください。 

〇 島村恵三 例会運営・出席親睦委員長 

青木会長、荒山幹事、今年一年間宜しくお願い

致します。 

〇 岡本聡哉 会計・理事 

青木会長、荒山幹事、一年間宜しくお願い致し

ます。 

〇 加藤正広 書記 

AA コンビスタートです。ガンバッテ下さい！

よろしくお願い致します。今年 30 日で敬老パ

スが頂けます。早く孫と東山動物園と名古屋港

水族館へ行きたいです。 

〇 櫻井孝充 会員 

青木新年度おめでとうございます。荒山さん、

よろしくお願い申し上げます。感謝。 

7月度 誕生日お祝い 

７日 青木恭子さん 19日 鈴田正道さん 

23日 鬼頭容子さん 30日 加藤正広 

乾 杯 

岩崎直前会長の発声によ

り乾杯を行いました。 

シャンパンはホテルグラ

ンコート名古屋福田社長の

ご好意によるものでした。福

田社長、ありがとうございま

した。 

会 長 挨 拶 

本日は 2020-21 年度にお

ける最初の例会です。私はこ

の年度の会長を務めます青

木です。力を尽くしてまいる

所存でございますので、どう

ぞよろしくご指導いただきま

すようご協力お願い申し上げ

ます。 

田嶋様、水野様、八神様にはこの例会にお越しいた

だきありがとうございます。見守っていただいている

神様のようでございます。 

さて、去年の暮から世界は一変致しました。当初、

安易に考えておりましたこの未知なるウィルスの動き

は予想に反して平和の中におりました我々にとって

驚異と化し半年を過ぎた今に至っても人口知能、再

生医学等、高度な科学的発達を遂げた人類が立ち

打ちできない状態で、途方にくれ、命を自分で守ら

ねばならない現実に直面しております。地球全体で

パンデミックを経験することになった私達です。 

世界のロータリアンの皆様も活動は休止。どうして

おられるのでしょうか。守るのは命だけではありませ

ん。今まで大きく繁栄してきた経済のバランスも崩れ
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始めました。人との関係もバランスを崩し始めました。

国によってはライフラインも崩れかけています。暗い

地球にウィルスだけが存在するなど想像したくありま

せん。「ロータリーの友」4 月号に、私は職業奉仕の

記事を見つけて学ぶことができました。1954-55年度

国際ロータリー会長のハーバート・テイラー氏が教え

て下さっています。「四つのテスト」の創始者です。若

き日の 34歳の時ロータリアンになられ 2年後に世界

恐慌に合われた際、会社が次々と倒れていく中まか

された会社を再建される折、テイラー氏は会社のモ

ラル向上の方法として四つのテストを創案されたそう

です。RI 会長に就任された折、国際ロータリーに採

択され職業奉仕にふさわしい倫理訓として正式な

「四つのテスト」となったとういうことでした。また、この

世界恐慌の折には 2000人のロータリアンと 27のクラ

ブを失ってしまったということです。 

ロータリーの活動とはどういうものなのか。問うてみ

て思うのは職業奉仕ではないかと・・我が職業を守

り、ひいては世界経済を守るテイラー氏の「四つのテ

スト」に基づく教えを顕現しロータリアンとして経済を

守る。ロータリーの理念に基づく行動をもって我が職

業を守る。そして一人のロータリアンも失わず、クラブ

を失うことなくロータリーを支えましょう。そのようにで

きればどんなによいことか。手をつなぎましょう。我が

職業を守りましょう。柔軟性を備え、常に話し合い協

力して世界的苦難を乗りこえましょう。 

今年度のアイリスの目標をして、会長方針は「柔軟

性を尊重し活気の充実のアイリスに」とさせていただ

きました。よろしくお願い申し上げます。 

幹事挨拶 

名古屋アイリスロータリー

クラブ 8 代目幹事となりまし

た荒山久美です。初代幹

事も務めましたので今回 2

度目となります。7 年前の

2013年は右も左も分からず

に幹事という大役を引き受

けてしまいましたが、「無

知」という恐れを知らないパ

ワーで突っ走り 1 年間を過ごしました。チャーターメ

ンバーの会員の皆様は初年度の例会時に、アタフタ

駆け回っていた私のことを覚えていらっしゃるのでは

ないでしょうか？  

青木会長に 8 代目の会長をお願いした理由のひ

とつは、青木会長の長年のキャリアに基づくお顔の

広さでした。アイリスの会長に就任していただき、そ

の魅力を巧みな話術で引き込み会員数を少しでも

上げていただければと考えました。多人数で歴史の

あるロータリークラブにはないこのアイリスの「フワフワ

感」。アイリスには理念がないとご批判も受けておりま

すが、企業や軍隊ではないのですから「理念がない

ことが理念」と開き直ってみてもよいのではないでしょ

うか？ロータリーの勉強も大切ですが、所属している

だけで結構な額の寄付を毎年実施しています。歴史

の短いクラブです。また親クラブからの派遣もなく全

てのチャーターメンバーが新人でスタートしました。

アイリスのフワフワ感はここから来ていると思います。

親クラブの特徴を受け継ぐこともなく、かといって何を

どうやっていいのかもわからず戸惑い何となく 7 年間

をフワフワ漂ってきたように感じます。今のところ特色

が少ないクラブとも言えますが、まだ 8年目です。 

今年度は例会の中で会員の皆様と交流をして、ア

イリスの奉仕活動についてオープンに話し合ってま

いりたいと思います。それが、青木会長の会長方針

の「柔軟性を尊重し活気と充実のアイリスに」の一部

だと思います。理事会から下りてくるのではなく各会

員から吸い上げて理事会で協議する形で運営管理

してまいりたいと思います。今年度に限ってはどこま

で奉仕活動が実施できるのか不透明な状態です。

ゲストを招待するとかこちらから訪問して何か実施す

ることも困難と予想されます。まだまだフワフワ感漂う

会長、幹事ではありますが、どうか会員の皆様のお

知恵とお力をお貸しいただき、柔軟性を持ってこの

厳しい管理下で何をすればロータリーとして善いこと

に繋がるのかを実施したいと思います。会員間の親

睦を中心にして、クラブ内を充実した形にしてまいり

たいと考えておりますので、どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

このクラブに理念はないかもしれませんが、他のク

ラブにはない特徴は存在します。女性会員の比率が

高いことで、細かいところまで気配り、目配りの出来る

奉仕活動が出来るということではないでしょうか？過

去を振り返ってみると、多くの社会奉仕活動を名大

小児科病棟に実施してきました。最初は図書やおも

ちゃの寄付からでしたが、お笑い芸人さんを呼んで

病気と闘うお子様だけでなく、そのお子様達を支え

る保護者や病院スタッフの皆様にも喜んでいただき

ました。2 年前の活動では、移動プラネタリウムを実

施してその星の語りべさんのお話に私達会員も感動

しました。当時の院長先生には今までの催し物の中

で一番良かったとお褒めの言葉と感謝の気持ちをい

ただきました。実施した時期が 12月ということもありロ

ーターアクトの青年会員さんにサンタクロースに扮し

てもらって子供達にクリスマスのプレゼントを渡しまし

た。私も実際の活動に参加しましたが、プラネタリウ

ムのある会場まで来ることが出来ない重篤なお子様

のためには、病室まで赴いて暗幕を張って星を見せ

てくれたことに心が動かされました。暗幕張り担当は

男性会員の皆様でした。女性会員の方々はお弁当

の準備やプレゼントの用意、写真撮影など、もし男性

会員ばかりだったら硬い雰囲気が漂うところ、優しい

声掛けと笑顔、そして低い目線で接することでその

場の空気が和みました。こんな事を毎月実施するわ

けではありません。アイリスの年に一度のビックイベン

トといってもよいでしょう。1 年に一度、「ロータリアン

になって良かったなー」と感じることができる一日で

す。会員の皆様とこの感動をまた分かち合えたらアイ

リスはまた進化できると思います。 

2020 年初頭からジワジワと広がり今や全世界に被

害と経済停滞をもたらしているコロナウィルスの騒ぎ

の中で、感染しないように毎日を過ごしていくにはど
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うしたらよいのかをそれぞれが考えて行動されている

と思います。そんな中でのロータリークラブ、或いは

地区から依頼された一連の奉仕活動をどのような形

で行っていけばよいのか？今回のコロナ禍のもと、

自分の会社の経営が手一杯で余裕がない、また従

業員が頑張って踏ん張っている中で自分だけが「ロ

ータリー行ってきます。」と能天気な発言はしにくい

などの声が上がってきているのも事実です。この例

会の後に今年度初めての理事会を開催します。この

席で十数名の理事、委員長と十分話し合って今後、

というか大変特殊な時期に当たってしまった今年度

をどのようにクラブを運営していくのか、どの程度、ど

のような頻度で地区からの依頼に対応していくのか

を決め、会員の皆様方には後日報告したいと思って

おります。 

現在、緊急事態宣言は解除されてはおりますが、

毎日の感染者数はとても減少傾向と言えません。都

市圏ではむしろ増加傾向と言えます。このコロナウィ

ルスのせいで、私の考えた青木会長のお顔の広さを

利用して・・という計画は見事に打ち砕かれました。

青木会長は高齢で持病もあるということから、会長を

支える幹事としてはあちこち地区の呼び出しに応じ

て、社交をしてアイリスを宣伝してくださいとも言えま

せんし、私自身もあまり人が多く集まる所に自ら出向

くことは回避したいと思います。今まで頑張って感染

せずに来たのですから今後も同様に用心した行動

で抑え気味の活動でご容赦いただきたいと思いま

す。幹事がこんな考えでおりますので、各委員長に

も今年度に限っては積極的に色々な奉仕活動に参

加してくださいとも言えなくなっている状態です。クラ

ブとしてのスタンスを決めておかないとフワフワ感が

増加してしまいますので、この後の理事会でしっかり

と協議する予定でおります。 

1年間どうぞよろしくお願い申し上げます。 

パストエンブレム授与式 

青木会長より岩崎直前会長と加藤直前幹事にパスト

エンブレムの授与が行われました 

新入会員あいさつ 

初めまして、東海東京証券の牧野克人（まきのか

つひと）と申します。 

この度、名古屋アイリスロータリークラブに入会す

ることができ大変光栄でございます。 

 

 私は出身が福井県でござ

いますが、名古屋の大学

（名城大学）に入学のため

18 歳で名古屋に参りまし

た。その後、名古屋で当社

に就職し、しばらくして東京

へ赴任しました。昨年この

地域に赴任することにな

り、若い頃の楽しい思い出

の地である名古屋で仕事

ができることをうれしく思っ

ております。 

私の経歴は、秘書室長や、人事部長など管理部

門の経験が長く、あまり面白くない人間かもしれませ

んが、皆様とコミュニケーションをとらせていただきな

がら有意義なものとなるよう積極的に活動に参加さ

せていただきたいと思います。 

本日はありがとうございました。 

国分康代様 バイオリン演奏 

本日ゲストの公益社団法

人才能教育研究会バイオリ

ン科指導者の国分康代様

より青木会長就任をお祝い

しエルガー「愛のあいさつ」

のバイオリン演奏がありまし

た。素敵なひとときをありが

とうございました。 

2020-21年度 岡部ガバナーよりのメッセージ 

岡部ガバナーよりメッセージを頂戴致しました。 

 

 


